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皿 ．結 果

1⊥ ］ ラ イ．丞 ン
・

シ マ ウ マ の 食 性 課 題 ： 食 性 （肉 食 か

草 食 か ）の 正 答 者 は 、事 前 に ラ イ オ ン 18名 、シ マ ウ マ

ag名 、ま た 、採 餌 方 法 を 答 え 得 る 者 が 、事 前 ラ イ オ ン

6 名 、シ マ ウ マ 稠 名 で あ っ た が 、事 後 に は 全 員 が 適 切

に 答 え得 た 。事 前 テ ス ト で の leed−back，教 授 活 勤 で の

教 示 な ど が よ く保 持 さ れ て い る こ と が 分 か る 。

上 2ユζ食．性 課 題 ＝ 食 性 塾墜 及 び 判 断 理 由

適 切 な 食 性 判 断 一
っ に 各 1 点 を 与 え る 。ま た 、判 断 理

由 も共 に 適 切 な 反 応 を、以 下 完 答 と 呼 ぷ ．各 事 例 群 ご

と の 平 均 得 点 （正 答 率 ）、完 答 数 の 変 化 は 表 2 の 通 り

で あ る 。こ れ よ り、 （】．） 「 食 性 判 断 」 の 平 均 得 点 は

講 事 例 群 の 再 生 、転 移 い ず れ の 事 例 に 関す る 課題 で も

事 前 か ら事 後 へ 有 意 に 上 昇 した 。草 食 再 生 事 俄 の 課 題

で の 伸 び が 他 の 課 題 で の 伸 び よ りや や 小 さ い が 、い ず

れ の 課 題 で も、事 後 に は 8 割 近 い 正 答 が 得 られ た 。

ζ 2 ） 完 答 率 は 、肉 食 、草 食 両 事 例 で 、事 前 0 ％ か ら

表 2　食性課題における乎均得点、完答数 〔率 ｝の 変化

　 　 肉食 ［籍平均］E＝5．41P 〈．001 草 食 ［総平 均 ］t−3，33　 P 〈．01

　 　 　 　 ［再生 ⊃t譎 、15P 〈、OOI　 　　 ［再生 ］ 藍＝2．46　 P（．O「J

　 　 　 　 ［転移j　t＝心．03　P〈　00看　　　　　　　　［転移〕　t〒3，33　P〈＿01
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊ い ず れ もdf−lig

［3 ］ ru 再 生 課 題 （表 4 参 照 〉 二 正 答 者 数は 両 事 例 莫

鴉 名 中 15名 （8  ％ 〉で 高 い 正 答 率 と 言 え る 。

⊥4 ］弁 型 課 題 ｛表 3 参 照 ） ： 肉 食 、草 食 両 事 例 で 、

再 生 、転 移 事 餔 群 共 に 、正 答 率 が 事 後 に は SO％ 前 後 と

な り、教 授 場 面 で 成 さ れ た 形 態 弁 別 の 学 習 が 他 の 事 例

に も 拡 が り得 て い る こ と が わ か る 。しか し 、肉 食 事 例

　 　 　 表 3 　形 魍 井別 ヒ食柱判斯 との関係 （．L霞 ；肉食／下 段 ；華食｝．一．．一 一
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で は 、再 生 事 例 の オ オ カ ミ ．転 移 事 例 の イ ヌ で 、草 食

事 例 で は 再 生 事 例 の ゾ ウ 、転 移 事 例 の サ イ で の 達 成 が

や や 低 い i4 事 例 と も 、焦 点 事 例 群 と の 類 似 性 の 低 き

が 関 与 し て い る よ う で あ る 。

［5 ］利 点 課 題 （表 6 参照 ） ： 事 前 に 正 答 者 は い な
．
か

っ た が 、事 後 に は 肉 食 事 例 で 16名 （80％ ）、草食 事 例

で 12名 く6e％ 〉 と な っ た 。形 態 の 機 能 的 意 味 づ け に よ

る 、形 態 の 機 能 的 利 点 の 学 習 は 、草 食 事 例 に 比 し て 肉

食 事 例 に お い て よ り 良 く成 され た と言 え る 。

　 ＊ 以 下 、食 性 判断 に つ い て は 、［6 ］ を 除 き、個 人

の 達 成 の 指 標 と し て 「正 答 の 伸 び 」 ｛〔事 前 → 事 後 の 改

善 数
一事 前→享 後 の 改 悪 数 〕／事 前誤 答 数 ｝ を と る 。伸

び が U2 以 ．ヒの と き 高 伸 び 、　 1／2未 満 の と き低 伸 び と

して 、諜 題 間 の 関 係 を 譌 べ る 。

　 6 ］ 「形 態 弁 別 」 と 「食 性 判 断 」 （表 3 参 照 ）

  肉 食 事 例 で は オ オ カ ミ を除 き 、全 体の 65％ 以 上 が 、

草 食 事 例 で は ゾ ウ 、サ イ を 除 き 15％ 以 上 が 、左 上 の セ

ル に 集 中 し 、ま た 、こ れ ら の 3 事 例 を 除 き 、弁 別 、食

性 判 断 と もに 誤 答 だ っ た 者 が 殆 ど見 られ な い 。形 態 弁

別 が 可 能 な 者 の 多 く が 適 切 な 食 性判断を し て い る e

  左 トの セ ル の 合 計 は 、肉 食 事 例 で 27 、草 食 事 例 で 21

あ る 。うち 、rv 再 生 が 不 可 能 か 、完 答 数 が 少 な い （3

以 下 ） 者 に よ る 反 応 が 、そ れ ぞ れ 22〔81X），20｛95X｝見

ら れ た 。形 態 弁 別 が 可 能 で も ruの 内 包 の 獲 得 が 不 i．分

だ と 、適 切 な 食 性 判 断 に は 結 び つ か な い よ う で あ る 。

⊥ヱ⊥ ＿L− ⊥ （表 4 ，5 参 照 ）

  肉 食 事 例 で は 、ru を 再 生 し得 た 者 の 多 く が 高 伸 び で

ru を 再 生 で き な か っ た 蓉 は 全 て 低 坤 び で あ る た め 、高

い 相 関 が 見 ら れ る が 、草 食 事 例 で は ruO 低 伸 び 群 が 6

名 と 多 い た め 相 関 が み られ な い 。こ の 6 名 は ゾ ウ 、サ

イ に つ い て 弁 別 、食 住 判 断 共 に 改 善 が 見 ら れ ず 、そ の

他 の 5 事 例 で は 安 定 した 弁 別 と 食 性 判 断 に お け る 高 い

伸 び を 示 して い る （＊ ゾ ウ 、サ イ ； ［食 性 判断］7f12 →

1〆12 ［形 態 弁 別 ］　Ee／12→S／12 准 躔 ： ［食 性

判 断 ］　21／3e→28／30　［形 態 弁 別 」 25／30 → 25 ／30 ）。

  両 事 例 に つ い て 高 伸 び 群 と 低 伸 び 群 の 平 均 完 答 数 を

比 ぺ る と 、肉 食
．
事 例 ； 高 伸 び 群 4．1．低 伸 び 群 1．6，草 食

事 例 ；高 伸 び 群 3．8，低 伸 び 群 2．1と な っ て お り、食 性

判 断 で 伸 び の 大 き い 者 の 方 が 適 切 な 判 断 理 由 を挙 げ 得

て い る 。  表 5 は 、表 4 の 結 果 を ゾ ウ 、サ イ と そ の 他
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の 5 事 例 に 分け た もの で ある 。弁別の 困難 だ っ た ゾ ウ

サ イ で は 、rU の 再 生 が 可 能 で も低 伸 び の 者 が 多 く、獲

得 し た ru の 内 包 を 適 切 に 適 用 で き な い こ と が うか が え

る。そ の 他 の 5 事 例 で は 非 常 に 高 い 相 関 が 見 ら れ る ．

表 4 　　fvu再 竺三1　× 　「食性
幽
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〔8 ］ 「利 点 理 解 」 と 「 ru再 生 」 （表 6 参 照 ｝

  肉食 、草食 事 例 の い ず れ で も 利 点 ○ の 者 の ほ と ん ど

が 、ru の 再 生 も 可 能 と 言 え る e しか し、利 点 × rUO の

者 が 両 事 例 で 見 ら れ る 。そ の 数 は 、肉 食 事 例 に 比 し て

草 食 事 例 で や や 多 い 。  利 点 課 題 解 決 の 可 否 及 び ru再

生 の 可 否 と 食 性 課 題 の 完 答 数 と の 関 係 を 見 る と 、肉 食

箏 例 で は 利 点 × ruO 群 2 名 の 完答数 が 多い た め 、利 点

課 題 解 決 の 可 否 に よ る 違 い が 認 め ら れ な い ．両 事 例 共

完 答 数 の 違 い は ru再 生 の 可 否 に よ る 方 が 大 き い よ うで

あ る ．機能的 意 味 づ け は 、ru の 内 包 の 痩 得 に 促 進 的 な

役 割 を 果 た し た と 考 え られ る が 、食 牲 判 断 と の 関 係 は

こ こ で は 明 ら か で は な い 。次 に そ の 点 を調 べ る 。

表 6 　 「利点理解 1 と 「 「凵再生 」 との 聞係．．一．

＼ 「贓
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9 　 「利 ．．、理 解 」 と 「 食 性 判 断 　 ｛表 7 参 照 ｝

  両 事 例 で 、利 点 ○ 低 伸 び 群の 数 が や や 多 い 。また 、

肉食 事 例 で は 高 伸 び 群 の ほ とん ど が 利 点 課 題 で 正 答 し

て お り相 関 が み られ る が 、草 食 事 例 で は 利 点 X 高 伸 び

群 が 4 名 と 多 く、利 点 O 群 中 、低 伸 び の 者 の 割 合 が や

や 高 い た め 相 関 が 見 られ な くな っ て い る。  肉 食 事 例

で は 、利 点 × 高 伸 び の 1 名 も含 め 、高 伸 び 群 は 全 て ru

の 再 生 が 可 能 で あ っ た 。ま た 、利 点 Q 低 伸 び 群 4 名 中

2 名 も ru の 再 生 が 可 能 で あ っ た が 、2 名 と
．
も 、食 性 判

断 の 理 由 に 不 適 切 な もの が 多 く、完 答 数 が 少 な い 。こ

の 2 名 は ru の 再 生 が 可 能 だ っ た と は 言 え 、ruの 内包 の

獲 得 が 不 十 分 だ っ た と 考 え ら れ る 。し た が っ て 、利 点

が 蠧 え て も 低 伸 び の 者 は 全 て rU の 獲 得 が 不 十 分 な 者 と

考 え ら れ る d   草 食 事 倒 で は 、利 点 × 高 麹 び 群 4 名 中

3 名 が ru を 再 生 で き て い る 。ま た 、妖 呻 ぴ 群 8 名 中 利

点 04 名 、利 点 X2 名 の 計 6 名 も ru を再 生 で き て い る

が 、こ の 6 名 は 、 匚7 ］で ゾ ウ 、サ イ を 除 く 5 事 例 の

食 性 判 断 で 高 伸 び だ っ た 者 で あ る 。食 性 判 断 が 可 能 に

な る こ と に 対 して は 、利 点 課 題 の 解 決 の 可 否 よ り も ru

の 再 生 の 可 否 が 大 きな 影 響 を 持 っ て い る よ うで あ る 。
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題 解 決 の 際 に、公 式 と共 に 証 明 を も 想 起 す る 必 要 が 必

ず し も な い と す れ ぽ 。今 回 ．機 能 的 意 昧 づ け が 食性 判

断 の 改 善 に あ ま り審 与 しな か っ た の も 、そ の よ う な事

情 と 合 い 通 じ る の で は な か ろ う か 。さ ら に 、草 食 事 例

で 利 点 が 言 え な く と も ru の 再 生 が 可 能 な 者 が や や 多 か

っ た こ と か ら 、ru の 内 包 の 獲 得 に と っ て 、機 能 的 意 味

づ け よ りruの 言 語 的 定 式 化 や 適 用 訓 練 の 方 が 促 進 的 だ

っ た 可 能性 もあ る ．した が っ て 、本 研 究 に お け る 教 授

活 勤 が 食 性 判 断 の 改 善 に と っ て か な り十 分 な も の とは

言 え て も ．ru の 言 語 的 定 式 化 や 適 用 訓 練 等 の 働 き か け

だ け で も 同 様 の 改 薺 が 得 られ る 可 能 性 は 否 定 で き ず 、
こ の 点 の 解 明 が 今 後 の 課 題 と な る 。
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